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ホシザキグリーン財団，〒６９１００７６島根県出雲市園町沖の島１６５９５

マルヒラタドロムシ Eubrianax ramicornis Kiesenwetterは，体長３．８５．１mmほどのヒラタドロムシ科

に属する水生甲虫で，国内では本州，四国，九州に分布する（佐藤，１９８５）．島根県には山地に生息するヒ

メマルヒラタドロムシとより下流に生息するクシヒゲマルヒラタドロムシも分布しているが，島根半島の

河川ではマルヒラタドロムシのみが確認された（林ほか，２００８）．
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写真 植物上で静止するマルヒラタドロムシ♂

２００６年５月２１日１１時３０分，出雲市別所町鰐淵寺の鰐淵寺川にて撮影．幼虫は円形のいわゆる water pennyであり，
河川の礫に付着しているが，鰐淵寺川での個体数は少ない．
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